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大学出版会，Eugenics:Its Spread and Decline  in Karen J. Schaffner:EUGENICSINJAPAN, 





本研究は,近代日本の優生思想および衛生学の歴史を大きく 5 期に分け, そうした思想がど
のような過程を通じて民衆の意識に浸透していったのか,その社会的受容の経緯を明確にする
ことを試みた社会的・歴史的研究である.本研究で取り上げた優生思想は，決して過去のも
のではない．優生学は「新優生学」として，私たちも気付かぬうちに社会に浸透している.
生命倫理学の学際的研究に位置づく本研究は, 優生思想に係る国家による排除・差別・管
理・選択を批判的に検討・分析する試みであるが,それは社会福祉の倫理と基本的思想に通
底するもので, 社会福祉学にあっても, 正面から向き合うべき課題である.その意味で,優
生思想の社会的・歴史的研究は社会福祉の学術的発展に資する意義を有していると考える.
しかも,わが国の社会福祉研究が福祉国家の持つ生活保障の側面に着目し，国家や専門家な
どが生命・生存に介入を深めていく側面を明らかにすることに消極的であったことを顧慮
すると，優生思想（あるいは優生学）の民衆への意識の浸透を課題とする研究は，決して
蓄積が多いとはいえない，いわば未踏の研究であり，本研究の意義は決して小さくない．
ここに本研究の独自性とオリジナルな結果を見出すことができる．以上により，外部委員
２名含む６名の委員で構成された審査委員会は，本論文が博士(社会福祉学)の学位に相当
するものとして全会一致で評価した． 
